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マツ属の葉の寿命

大島誠一
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マツ縄各種が独特2した性質を瑚fiJl(，するための…述の研究として、マツ)訴のもつ濃の務命を冬本

の稼業年数によって日!日べた。その結果，下記のj試が明らかにされた。

1 )枝問の平均務紫年数は稔類によって様々で， 1.19-3.53年経度であった。カラマツ績を除

くマツ科椴物内では，マツ腐の梁の平均寿命は鋭いiil立をもっていた。

2 )マツ縞各穂のもつ様々な平均器業年数とIJ京産地の混成， 日設など，特定の要因との関係は

明かな対応関係になく，諜の寿命がそれらに斑接対応した性質ではないことを示した。

3 )おい形質のマツでは，議諜:年数が良い韓鎖が多い傾向が認められ，時代の経過とともに葉

の美子命の鈍い穂娘が分化したものと考えられた。

4 )マツ棋での諜の対:命の長さは，系統的な分類静1mで異なる傾向と，分額7f下内の近縁磁開で

も法典のある性質が明かになったO 各系統，各稿11立での諜異は，マツ属が挽によって独自の

方向へと維分化した結果と考えられた。

はじめ に

北半球の存地に分布するマツ1誌の各種および犠グルーフ"が獲得した形質，性質をJJR史的に現併

するために，鍛者および鍛え野らはすでに冬芽の形態とそれらの伸長様式 1-3) 開花期ヘ部

節~. Gl， WH凍性7.引などを日間べてきた。今lilIの報告もこれらと岨Jiliのもので，マツJif!'の葉の寿命に

11)，1する*ffz討である。

マツ胤l立会犠が常総の犠'JJiであり，カラマツ胎;ゃスギ1誌などのように落葉性の穂を分化してい

ない。それらの葉の湾2命はそミ腐， トウヒ腐などの常総の針:葉桜に比べると絞く 2， 3年の組

~JIが多いように忠われるが，それらを検討した報告は概めて少ない。 CHA130T & HrCKS引は生活

却の異なる様々な樹般の葉のライフ・スパンにはiする研究を経理IIして総説を押さ，葉における

C02Jf!Z.支と|渇述づけてライブ・スパンを絵理liょうとしたが貯|夫な結論は符られていない。

聖子附によれば，に捌べたマツ成各組の務紫年(批大積葉年.数) I主義1ftによって大きな殻興があり，

2生育期から 5dミ育期にわたっている。 Pinusnigrαについては， MAILLETTE山が翻ベた

年齢は大きく， I!?野による P.ηigraの結果とほぼ同じであったO ただし r吉野による報告iωで

は，マツ属各般1mでの諜のi泣大活:諜年数の設呉は指擁ぢれたものの，その設異がどのような意味

をもつものか検討されていない。

日本に自生するマツ矧の葉の総察によれば， リュウキュウマツ (Pinusluchuensis)， アカマ

ツ (P.densiflonα) などの濃の潜議年数は小さく，チョウセンゴヨウ (P.koraiensis)，ハイマ
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ー

ツ (P.plllnilα) などの務紫if:数は大きい。これらを分布j或と対応すると，より寒冷域に分布す

る糠ほど濃の寿命が大きい傾向が伺える。これだけの資料から判断すれば，業の代謝述j交が{止い

マツほど寿命が長く，濃の寿命は生浬的活性と何らかの!羽jiliがあるように考えられ， CHABOT & 

HICKSの整理に根拠があるようにみえる。しかし，この性質がマツ矧の一般的な性資であるか

どうかは調べられていない。そこで，各犠マツ腐の針葉の落葉j明を築の年齢ごとに制べた前平IAの

資料 5，引から，針葉の王子均寿命(平均余命)を推定し，検討を試みたが， この資料にはサンプル

数に問題のあることが明かになった。今関，冬不における務1定年数をiJl.lJx起してマツ属17すで梁の寿

命がどのようになっているかを澗べ，葉の菜子命と j京産地の温度条件，分類ft下との関係などを検出

した。

報告をまとめるにあたり，翻査に協力，便宜を鋭いた京都大学技学部淡湖林の市好東洲助教授，

i十1井 勇， J二rl'事j合同校宮に感謝したい。

材料とブf法

京都大学1史学部波留林Jニ賀茂試験地に椴栽されているマツ塙および…部は和歌山県説本婁ltrl白

浜II~' にある i詰J l~iJ~試絞池に生育するマツを材料とし ， 1976， 1977年の 2年間，落築制査をした資

料，および1992年 i月に上賀涜試験地で'11'った殺諜年数の部j査結果によった。それらのマツの種

類，県陵地の平均練度， Ha皮条件(分布域の平均i鼠指数)などはま毛 lに訴した。

部議制査の方法，調査部!日j内の気象条件，マツ問弁種の原産地のi1自主条件のiffi定方法などは前

半世で報告しているので，ぞれらに談り， ここでは，部誕百品資資料から月数をlii.{立とした場合の平

均景子命の計算ブIJftとその場合のI問題点を訴すにjとめたい。

着生年数の桝査は，秋の部紫JUJが完了した1992{jo1 )']に，1M)認の下回の校によって実行した。

材料のマツが多数の場合には 11肉体につき数本，数例体につき器楽{l~数を読み取り，それらの平

均似をその種類の滞葉王手数とした。殺弟一年数は1Wij体!日，j，枝問でもやや設換が認められるが，サン

プルIl\J の i!~が 21告になることはなかった。下!将校をサンプルとしたの lま， J二!併の校または幹

ilQiJ)では，濃の鵡・紫 il~数が低い1t1'i向が確認されているためであるヘ椴搬によってはガラス室で

育てられているひそれらは去 1~こ示されている O カ‘ラス内で生育しているマツは野外の11母体 lこ

比べて殺紫年数がやや向くなるように思われた。そこで，表 iには，これらのマツを区別してい

るo illi熱帯主立政のP.merkusii ¥ま白浜試験地の経外の{肉体であり ，P. gerardiα仰は間試験地の

サンプルを平均して;)とめ

落策調う?をからの:紫の王子均寿命の計算は次ぎの手JII&で打われた。 j二賀茂試験j訟でのマツ獄の誕の

展開は，例年 4 月に伸び始めた新摘が{ll'L~ をほぼ停止する 5 }'l頃から，極績に関係なくほ

に始まる I河じ生育JUJ 間内に次々と新梢を 1Ijl(;(すテーダマツ~!の穂lJii~でも，今間部猿を制ベたード

!校校では多節の{lド授を訴すことはなし、。そこで，誕の発生を 5丹とiJとめ，月i怖を Oとした。部業

務査では一本の伎につく策の数を月初めと月米の 21札 2 年 IIIJfiJlíjべたが，誕の寿命を J~ lii.f立とし

たために，部葉述皮(~I"諜数)をj'J ごとにまとめて寿命の計算のための資料を作成し，この資料

から平均均iIir(王子均余命)を算出した。落葉捌査は誕の年齢ごとに分け，月ごとに翻べてあるの

で，葉が展開してから部議するまでの期間がそれぞれの濃の生存したnilぬとなるひそれぞれの業

の月flのの和を企業数でi切ると平均美子命が計算出される。

落葉制による資本1・での問題点はサンプル数にある。この制査では， もともと多数検の拡張j引

の調査が目的であったので，マツ偶 l棋につき i本の技に務く業数のサンプルで 2年rlfJくりかえ

し澗授されたものである。この場合，個々の針葉が独恋したサンプjしとなる O しかし，これらを
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まとめて平均美子命をもとめると，校 i 本がサンプルとなり，枝問の誤差が音hJ!lJ されない。 1 ヱ~の

校サンプルから得た針誕の平均美子命を許制するために，平均寝年数との相関係数(サンプル数:

42植)を淵べると1'=0.5210 と音!.Z~:

された(関 1) 0 この低い桁関係数

は，校|詰jの誤差が大きいためと忠わ

れた。そこで，誕の寿命の種類問比

較は多数の枝サンプルから得られた

王子均議f葉年数のデータによって検討

することにしたものである O

推定僚の精度の問題とは別の，

裂な問題がある。それは，上賀茂試

験j患で持られたマツ胤の濃の景子命が

球殿対l!のものと同じ克2命を示すかど

うかの点である。…例としてタイで

生育しているP.merkusii ;休の繋

と部業法から調べられた濃の

均涛命は長く 14カ月であるといわれ

る。今関の平均殺業年数は2.4年と

計算され， タイでの平均美子命の 21告

の簡であった。ただし，平均殺築年

数は，各校に着く誕のii立大年数の王子

均であり，過大に詳細されて当然で

ある O 落葉は新築でも発生する性質

5 
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を考慮すれば， 日本での務諜年数が特別に長いとは忠われない。摂者がタイ， ì係~J.I誌などに自生

するこのマツ鎖を観察した限り，特別に大きな差異はなさそうに思われた。

P. sylvestris， P. pineαなどの潜業年数の結果は予想、外に親し、。ヨーロッパ，北アメリカ羽

音11)京慌のマツ類は，上空{茂試験:ttl!.では…般に金符状態が怒く，すでに P.halepensisは枯死，

消滅し，これら 2樵も育状態が緩めて悪い状態にあった。原政地のひとつ，フランス地q市ff:洋

に生育する P.pineαの務濃年数はもっと長いものと，忠われた。また，オーストリア，イギリス

での P.sylvestrisの若葉年数は，上賀茂試験j訟でのぞれより長いものと観察されている O 京都

での育状態が良好でないマツの稼業年数が鋭い他として現れているものと思われ，間:制査の必

嬰がある O 今回は，生育状態が極めて患い種類の殺葉年数1i{i を ~üj皆、の艇として扱うことにし，

持られた葉の美子命は，脈経J也の海命とほぼ同じであるとの似定の上で論議を進めたい。

調資結果

落葉側交から符られたマツ縞46極の葉の寿命，原産地の王子均株皮， I授かさ指数などを殺JJIjして

平均潜葉年数とともに示すと表 iとなる O この去に見られるように，マツ縄各種の誕の平均寿命

は 15.5-45.5カ月で，認知によって 3 倍のjまいが認められた。作般の ir~7(~守議:l:j:数誇ftl査から I11

U!r-ηが指織したように，マツの諜の寿命は種郊によって徐々である。平均寿命の鋭い穂類として

は，P. r，αdiαtα， P. elliottii， P. taedα， P. hαrtwegiiなと';I;{fsげられ， 16-19カ)=JT~自立である。

平均寿命の長い議総としては P.oocarpα，P. contortα P. nigr，α， P. koraiensisなどであった。
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Tab!e 1. Pine spocies， !atitude of native regions， thermal condition 

of native region and mean leaf 日ges ca!culated from 

leaf !ife table on a br anch (A) and measured from 

living leaf on lower branch in wint日r (B) 

Spocics 
Mcan LaUtlldc Mcan Warmlh 
of native Indox of Loaf agc 
rcgion nativc re百ion A B 

Sllbgcnus Strobus 
SUbscctioll Cemblαe 
Pinus hOf倒的lsis

Sllbsocl. Strobi 
P. strobus 
P脚 monticolα
P. strobび'ormis
P.αyαcαhuite var.brαchipterα 
P. peuce 
P.αrmαndi 
P. griJJithii 
P. pαrveJlorα 
P. pαrveJlorαvar.himekomαtu 
P. mo門 isonicolα
P. fenzeliαnα 

Subsocl. Cembroides 
*P. mαxtmαrtinezii 
P. cembroides 

Sllbscct. Gerαrdiα乃αe
* P. f!erardiαnα 
P. bunf!eαnα 

Subgcnus Pinus 
Subsoct. Canarienses 
*P. cαnαriensis 
ネP.roxburf!hii 
Subgcnus Piiws 

Iヘpmeα
Subsoct. 8tylvestres 
本 P町 resu~osa
P. nigra 
P. mugo 
P. pinaster 
P. svlvestris 
P. densiJlora 
P.tl山 nbergianα
P. mαssoruanα 
P. tαiwαnens日

P. inchuensis 
P. hwαngshαnensis 
P. tαbulαeJormis 
P. yunnαnensis 

*P. insulαr!s 
P. merhusii 
P. halepensis 

Subscct. Austnαles 
P. pαlustris 
P. tαedι25 
P. echinatα 
P. rigidα 
P. serotinα 
P. pungens 
P. elliottii var. elliottii 

*P. cαribαeαvar. hondurensise 
Su bsect. Ponderosαe 
P. ponderosα 
P. jeJJreyi 
P. engelmannii 
P. durαngensis 

*P. cooperi 
p白 hαrtωeggii

*P. michoαcαna 
* P. pseudostrobus 
*P.douglαsiαnα 
*P. tecote 
*P. Iαwsonii 
(P. rudis) 

Subsecl. Contortαe 
P. bαnksianα 
P. contortα 
P. virginiαnα 
P. claU8α 

Subsoct. Oocαrpαe 
P. radiαtα 
P. muricatα 
P. pαtula 
P. greggii 

*1". oocαrpa 
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P. nigra， P. koraiensisの誕の寿命は特に長く， 40カ月を越えている。

紫の寿命がi訟も鋭い穂は P.radiα仰で15.5カ月と計算された。このマツでは，春に展開した

は恕年のJ{頃には落葉してしまう計算となる O 短い寿命は，この強類の生育の悪さも影響して

いるように忠、われた。海命の地も長い穂は P.nignαで， 45.5カ月(約 5年)と計算された。]紅

潮アジアに分布する P.merkusiiも30カ月をこえ，調査したマツ類のうちではかなり長い檎類

であった。

10 
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Leaf life span (monthl 

Fig. 2. Distribution of leaf lif邑 spansin pine spccies. 

持られた誕の王子J台美子i合?を全体的にみるために，親類によって度数分布i惑を磁くと関 2となる。

マツ類の平均寿命は20-24月桂成の有{が多いが，ある寿命の長谷に視が集qlする鵠!匂が認められ

るO すなわら， 20-22， 28-30， 36-:-38， 44-46カ月にピークが現れる。それらのピークはそれ

ぞれ，策が民間してから現秋，強挙手，々秋，々春に相当し，マツ腐の溶業JlJjが税額によって

と秋に訪れる現象とおlr.与している。また，半数近い殺が，議が展開した課長ドの秋に落葉し，残

りの多くの換は燦々春に部識していることになる G

誕の治:諜f手数は:紫の葉子命を表現する備であるが，部業が古い紫から}II真次，発生するとは映らな

いので，一般的に平均j美子命より大きい他となる。また i手数であるのでその精度が粗い欠点があ

るG しかし，業の平均寿命の測定に比べると着業年数の桝査は短時間でf肉体または稜の平均値を

得る方法として使手Ijである O マツ胤60種から得られた殺葉年数を表 iに訴した。これら全体の平

均値は2.27{jドであった。同じ場所に槌えられたそミ (Abiesfirma)は5.5$で，ハリモミ (Piceα

politα) は14.0年が得られている。今閉の前l査ではマツl誌の穀業年数は故大を示した摘でも3.5年

であった。落業種if(;のカラマツ腐をi徐くマツ科植物のうちでは，マツl誌はかなり恕い諜の寿命を

もっ磁1作て、あるといえる O

年数が長い{阪を訴した種類は，五葉松系統では P. konαiensis， P. g・eardiαna，P. 

bungeanαなどで，二，三諜松系統の犠鎖で P.nigra， P. tαburαeformis， P. muricαtα， P. 

cooperi， P. roxburghii， P. oocarpα などが挙げられる O 務諜ij".数 1J~綬い譲葉i~ としては ， P. 

tαedα， P. echinαtα， P. virginiαnα， P. nαdiαtα， P. sylvestJ吟
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で，すでに指摘したように，P. radiαtα， P. sylvestrおの備は生育上の版製!;(r受け，

備を示したものと思われる。

わが闘に良し，今i自制ベた 4織のマツの稼業年数は，チョウセンゴヨウ (P.たonαiensis)

で3.5， クロマツ (P.thunbergii) 2.6， ゴヨウマツ (P.palviflonα) 2β ， ヒメコマツ (P.

himekomαtu) 2.4年であり，これらの種は平均強以上を示していた。その地のアカマツ (P. 

d叩 siflora) 1.6，アマミゴヨウ (P.αrmαndii)2.0， リュウキュウマツ (P.luchuensis) 2.2 

年などは平均1i駐を下まわっていた。潟L1Jに生育するハイマツ (P.pumilα) の測定はできなかっ

たが，筆者が日本各地のはiで観察した限り，滞諜年数はチョウセンゴヨウのそれに劣らぬ値であ

ろうと忠1つれる O

やや低い

討-

マツ類の原j宮地の環境条件と濃の寿命の関係を綿べるために，まず，それぞれの騒が分布する

地域の平均緯j立と落葉年数との関係を閲 3に訴した。この関係に13ft]かなようにマツ腐全体の務業

年数は， J成政地の純度に対して特別な傾向を示していない。純度の条件は温度条件よりも日授に

関係するので，日投条件はマツ鴎各種の濃の舟f守?に対して特別な影響を示していないともいえる。
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原産地の平均純度は必ずしもお〔産地のj脱皮条件と対応していなし、そこで，総j立と分布iiお皮を

考!践して，朕産地のj品量指数 (WI)を計算し，その平均値と着葉if.数との関係を去すと関 4と

なる。ただし，この指数に対しでも，マツ胤の葉の器禁年数または葉の寿命は特別な関向を示し

ていない。
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i鼠致指数はftU守:満度であるが，原産地の年平均気i誌に対して問機に制べてみても品致指数の

関係と同様の結染となるであろう。涼産地の，その他の環境条件を数悩化し網べることはl刻雌で

あるが，ぞれらの条件を取り出しでも，マツ類為替iのもつ誕の寿命は現在の環境条件では説明で

きない部分が残るものと忠われる O

務課:年数または紫の寿命が種類によってさ誌に綿々であり，現在の環境勾配にそって傾向的な変

化をホさない結染は，マツ鴎各棋の諜の寿命が現在の環境条件に対して適応したものでないこと

を示している。また，マツ属の誕の寿命は，ある環境条件に対iおして変化合するような性質では

ないことを示略する。それぞれの穂の蕊異は，それぞれの粧が分化に際して独自の方向へ適応し

た結栄であり，性質の:FJ~れであると思われる。その性質は長い秘史的経過にともなう磁分化によっ

て形成されたものであるので，現1:Eの環境条件との対応から調べるよりもむしろ分類上の系統滑

に分けて制べてみる必婆がある O

五葉松系統 (SubgenusStrobus) に縞するマツ類に関しでは， Subsect. Cembnαe， Subsect. 

Gerardi仰 αe，Subsect. Cembroidesに胤するマツで，今l!ij，制査した秘:類は務紫if数がいずれ

も大きい穂irrであるらしい(割引。このAI節1)すでは，潜議年数が低い穂鎖は Subsect.Strobus 

に1認する総額で、あった。 Subsect.Cembr，αeに属する 5離はユーラシア大!{i伝北部に 4樋;と北ア

メ I};力大艇の然冷え)!.1ニ i植が分布する。日本にはこのM節は 2離が分布する。これら礎類群にとっ

て京都の|二賀茂試験j訟で、の変はi1fi¥J立が潟く生育が閤織で、あり ，P.たoraiensisのlI'IRのみが育て

られている。この極併のいくつかは濃の寿命が長いことはすでに制ベた。脈注Jiliでの若葉年数に

関する築者の観察によると，シベリアに分布する P.sibiricα，ヨーロッパのアルプスに分布す

る P.cembrαの 2嘘も誕の美子命の長い穏組である。カナダのロッキ -111脈に分布する P.

albicaulisについては原産地から校・lj-ンブルを得ることができたが，すでに策が校から縦れたも

のであった。このため若葉年数を読み取ることはできなかったが，校に殺く業数から披iJ!IJしたi劾
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ていた。

以上，器禁王手数または諜の王子均美子命の大きい 3illI節に属するマツ l立大きな誠子を形成し，極子

の発迷しない種類群であり，形態的に吉いマツ鎖の特織をもっ。これらのうち， Subsect. 

Gerardianαe， Subsect. Cembroidesの2グループの地理的分布は 2穂が踊IIJlt分布し，分布の特

徴からみてもj立存稜鮮であると判断される。同じ小グループの Subsect.βαljouriarωeに縞す

る 2 1'或はアメリカ p~jï!fJ部の高山に分布するが，そのうちの l 種 P. αristαtα はアリゾナナ卜i のハ

ンブ IJ ーピークでは標高3 ， 200m ほどに分布する。このマツの著者が1tl~1;ちした写真によれば， こ

のマツの器禁年数は長く 4主¥"-を越している。この種J作のマツは発j主した磯子拠をもち，形態的

には古いとは考えられないが，地理的分布はi立存磁前:の特散をもっ。

他方，有効な穂子製を持ち，大きい穏受賞を搬するヨE節を形成し，新しいJI~質を有する Subsect.

Strobiのマツは一般に着手長年数は短い。この親類府内に関する限り，潜繋年数は滋i援な地域に

分布するマツほど，緩やかではあるが明かに長くなる{閥均が認められた (1鶏5)。

すでに卒R告されているように，マツ腐はql性代には北半球の11I緯度以北に分布していたといわ

れるも第問紀の氷河期を迎えた時代に，抵斡l変地方に移動したと考えられている。 低総境地ブiの

γ ツガ{はこのI!射にの名践である。その後の開氷JUJの気jfi上昇によって，一宮11は{民総境地方の併~i潟

の治iいL1J岳地に筏り，地は1:1'1，I~~純度j也域に拘:進出して現寂の分布j或が形成されたと考えられて

いる。地球の冷化に伴って高純度地方のマツ強ば移動を繰り返しつつ怒さに適応し，主主冷域に

分布を広げたとみられている。このようなu充史的経過からみると，古いマツ類は， 1:11，低純度地

ブnこfえっている可能性が商い。このような具体的な例は Subsect. Cemroides， Subsect. 

Gerardiαnαgなどの検併である。そこで，これらの種群のもつま告の長い議議年数には裂な示

11~があるようにjEi、われる。

様物化石によってま告の寿命は湖ベる方法は一般に|羽v¥HIである。しかし， JJ!.裂の議の寿命からみ
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る限り，カラマツ腐をi徐くマツ科植物の誕の脊命は一般にマツ縞より長い寿命をもっO このこと

は，マツ騒が極分化した当時，マツj認の祖先は，現慌のマツより長い美子命の葉をもっていたので

はあるまいか。このように考えると，前記 3亜長官のマツが長い菜子命の紫をもつことと符合する O

また，新しい形践をもっ Subsect. Strobiの犠群内で，誕の若葉年数が綬かい性質を有し暖

かい地方のマツほど紫の寿命が淡い紡糸も矛盾なく説明ができる。

以上のイ仮説に従って，二長;松系統 (SubgenusPinus) tこ祝する積類群をみると 1マ記の通

りであった。このグループので古い形質をもっとされるP.roxburg九iiは殺築年数が故長であっ
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たが， 1吋じ競群の P.cαnαriensisの務梨年数は大きな他で‘はない(惚j6， C)。また，ぢい形

質をもっとされる P.pineαでもま誌の薄命，務議:t手数ともに，その他が大きいとはいえない。た

だし，これら 2棋の生育状態は良好とはいえないものであった。そこで上記の仮説を奇定するま

でもないが，すくなくとも，首いマツは長い葉の寿命をもつものが多いといえる。

Subsect. Sylvestresに属するマツでは，キu名でクロマツと名のつく誼群とアカマツと名のつ

くofJll群がある O 今関の調査結果では， クロマツ鮮の P. thunbergianα， P. nigra， P. 

tαbunαeformぬでは器禁年数がー敢に長く，低i品j或に分布する。アカマツと名のつく P.

densiflorα，P. mαssomαna， P. sylvestris， P. tα~Wαnens~s などは鋭い器禁年数を訴し，広い

j昆皮域に分布している。ふたつのグループによる務諜年数の遊具は明かであるが， JJj{産地の槌度

傾斜に対しでは明硲な傾向は認められないo P. sylvestrisは諜の寿命がかなり短い舗をもって

いたが，ザンフ。ルの生育状態が良好ではないので，生育状態の良い倒体で調べなおす必裂がある

かもしれない。

Subs邑ct.Australesにi認する概類では，着紫年数が鋭い稜類が多い。盟熱有¥:~二分布する P.

cariba仰がやや長い器禁年数を示し， iEUiiifに分布する種類でやや短くなる傾向は Subsect.

Strobiと何十議であった(医16，A) 0 Subsect. Ponderosαe， Subsect. OocαrpaeのfMttr内では

滋度条件に対して傾向的な変化を訴していない。しかし，穀業1j:':数は犠類によって 2治経度の2祭
典が認められた(問 6，B) u Subsect. Contortaeにl認する 4睡では世熱iiザ， i百品i~こ分布する

2棋で器禁1['-数が鋭く，亜寒帯に分布する p，contortα， P. bαnたswnαでやや長く， Subsect. 

Strobi， Subsect. Australesの穂'11平とはj誌の{限的jを訴した([;GJ6，B)o 

ih¥tJ支環境{切支に対する精強{I='-数の対応、はマツ府W'lのグループによって様々であったが，整理の

ために協度分布と葉の若葉年数の特般からパターンによって大まか分けると次の 7謹群になる。

ilild援j求。〕犠類で務:民年数が長く， 1止i誌域の桂で短くなっていた犠昨

一一Subsect.Strobi， Subsect. Austnαles 

2 :地11妥域の積で殺繋年数が飽く，低H慌域の種で長くなっていた種訴

……Subsect. Contortae 

3 : i窃総皮の寒冷な地域に分布し，いずれの租も藷築年数が長い穂i洋

……Subsect. Cembrae 

4 比較的低純度の寒冷な地域に分布し，議t諜，.有-数が;長い穂釘:

…-Subsect. Genαrdiαnαe， Subsect.βαlfouriαnae 

5 比較的低料!廷のiillUl乏な;地域に分布し，法葉年数が長い綴i洋

…鵬Subsect.Cembroides， Subsect. Gαnαnences 

6 比較的低純度の if:~l援な地域に分布し，務紫年数が短い栂昨

一一Subsect.Piηeαe， Subsect. LeiophyllαG 

7.: il泣l援域と寒冷域で特定の関向をおさない種'/t下。

一一Subsect.Sylvestres， Subs日ct.Ponderosαe， Subsect. Oocαrpαe 

以上のグループのF'すで， 5紫松系統 (SubgenusStrobus)のマツ類の葉の殺諜年数からの仮

説にたj"して， rYlらかに対立する穣11れま 2と6のグループである。そこで， これらの組類をさらに

しく i検討したい。

2のグループの Subsect.Contortaeに践する 4穂は，北アメリカ大陸の閣音[Sに分布する P.

contortαを除くとよ税法試験j訟では比較的)11百五月jに生育している。このグループのマツ 4穂はい

づれも布用な穂子提をもち，形態的にはおiしいマツである。広い地域に呉i好的に分布する分布の

特徴も古いマツではないとjtわれる。マツml:の長い服史からみれば，すべての組群が上記の仮説
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にあてはまる必要はない。積分化が高緯j変地方にあり，低枠!変地域に分布を広げた税者yoがあるか

もしれない。その|誌をに務誕年数の綬い P.virginiαnα， P. clαusαなどの棋が分化したと考える

ことも TIJft~であろう。 6 のグループの P. pinea (土地'11i怒沿岸を間際とするマツで， J二資法試jE災

地では生育状態が極めて惑い。現私，かろうじて生きている状態にあり，そのために穀業年数が

短い似を示したようである。このマツのほ産地のひとつ，フランスのニースではかなり生育状態

がよく，総濃い茶ーをもち，器禁年数もよ賀茂試験i訟のそれに比べると長いと思われた。この:flf[鍛

については，再検討を要するであろう O なお，分類jffol)'Jのほとんどの穂が1乏い紫の王子命をもっ

Subsect. Cembr，αeやSubsect.Bαljourianαeなどは，殺紫年数が長い性質を保持しつつ，低i晶

j戎に移動したと考えると，仮説に矛盾しない。

マツ科械物を含め針葉桜jのほとんどが?削除穂である。これは， 1:1'1世代のi暖かい時代にこれらの

倒先騒が検分化した性質を引き継いだものである O マツ科植物でも，カラマツ!認を除いた検昨は

すべて常総4屯からなる。スギ判" ヒノ今科植物など{也の針梁樹より巡れて鵠分{ヒしたとされてい

るマツ腐のt:H.光磁は，ミj毛布の古いJl予質をもっマツ経;のようにま誕の海命が;長いものであったろうと

考えられるo ただし，マツ)認の多くの植が揚樹の性質をもっ現出により， l'也の針葉樹よりも

年数が短い性質をすでに強符していたであろう。マツ)認の濃の美子iif;は，全体としては，より鋭い

ブi向へ検分化しているが， HTiによって引き継がれた側々の性殺として異なる苅命をもつものと解

釈された。
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Resume 

ln rela tion to specia tion in the genus Pinus， leaf life span of 46 pine species and mean 
maximum leaf age in 60 species was examined， which had been planted under natunal 
condition at Kyoto. The leaf life spans were calculated from the monthly data of leaf fall rate 
as reported in the former study. The maximum leaf ages at the lower branch were measured 
in winter and shown in Table 1. 
The leaf ages or leaf life spans of pines are low to compare those of evergreen coniferous 

species. Although leaf ages are largely different among pine species from 1.2 to 3.5 years， the 
values had fundamentally no relation to the gradient of environmental conditions such as 
Mean Warmth Index or mean latitude at their native habitat as shown in Figs. 3 and 4. The 
difference in age of the species seemed to relate to the pine groups of taxonomy as the sample 
of Subsect. Gerαrdiαnαe. On the other hand， the large difference of them appeared among pine 
groups of Subsect胃Sylvestresor Subsect. Oocaゅαe.Many species of long life span are pines 
to have old features in the form of corns. Pines in old era are considered to be long life span. 
Present pines of short life span seemed to be formed by differentiation from the pines of long 
life span. 




